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⑤ 最 後 の 日 (アシ テア ウス ・ ア アル テ デ ゲー と めん) へ の 信仰 


@ 最後 の 日 (アレ テア ウス ・ レ シテ アー と め 2 の と は : 審判 の 日 の こと で 、 ア ッ ラ ー は そ 
の 日 現世 で の 行い の 清算 と 報い の た め に 、 被 造物 を 復活 させ ます 。 こ の 名 称 の 由来 は 、 そ 
の 日 が 天国 の 住民 は 天国 に 、 地獄 の 住民 は 地獄 に 定着 する と いう 最後 の 日 (アル ニア クス ・ 
ゲー デー と 29 で め る こちら に よっ て ゆい 演 すま 








⑯ よく 知ら れ て いる 最後 の 日 の 別称 : 


審判 の 日 。 復 活 の 日 。 (人々 が 天国 と 地獄 に 振り 分 けら れる ) 分 断 の 日 。( 墓 か ら ア ッ ラ 
ー の 御 許 へ の ) 出発 の 日 。 報 い の 日 。 永遠 の 日 。 清 算 の 日 。 恐怖 の 日 。 集 合 の 日 。 騙 し あ 
い の 日 。 会 同 の 日 。 互 い に 呼び 合 う 日 。 嘆 き の 日 。 大 音響 。 こ の 上 な い 災 難 。 (人 々 の 顔 を 
その 恐怖 と 不安 に より ) 暗く 陰 ら せる も の 。 必 ず 起 こる も の 。 明 ら か な 真実 。( そ の 尋 居 に 
よっ て 人 々 の 心 や 耳 を ) 叩き つけ る も の 。 


@ 最後 の 日 へ の 信仰 と は : 


アッ ラー と その 使徒 が 伝え る 復活 、 台 集 、 清 算 、 地 獄 の 架け 橋 、 (清算 の ) 科 、 天 国 、 地 
獄 と いっ た 、 偉 大 な 審判 の 日 に 人 々 が 呼び 戻さ れ た 地 で 起こ る も の 全て を 確固 と し て 信じ 
る こと で す 。 そ し て 和 審判 の 日 の 諸々 の 予兆 と し る し 、 ま た 死後 の 墓 の 中 に お ける 試練 、 墓 
の 中 の 懲罰 や 安寧 と いっ た 事柄 も 最後 の 日 へ の 信仰 の 中 に 内 包 さ れ ま す 。 








@ 最後 の 日 の 偉大 さ : 


アデ ッ ラー へ の 信仰 と 最後 の 日 へ の 信仰 は 、 イ ー マ ー ン の 基幹 の 中 で も 最も 偉大 な も の で 
す 。 こ の 2 つ は その 重要 さゆ え に ク ルアー ン の 中 で 幾度 も 繰り 返し 並列 し て 言及 され て お 
り 、 ま た 人 間 の 現世 と 来世 に お ける 正しい 方 向 性 と 真 の 成功 と 幸福 は 、 ひ と え に こ の 2 つ 
と 残り の イー マー ン の 基幹 に か か っ て いま す 。 











1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 急 こ れこ そ は 、 ア ッ ラ ー と 最後 の 日 を 信仰 する 
者 が 訓 戒 と する も の で ある 。 四 (クル アー ン 65 : 2) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 孔 ア ッ ラ ー は か れ の 他 に 真 に 財 拝 すべ きも の の 
な い お 方 。 か れ は 必ず や あな た 方 を 、 疑 念 な き 審 判 の 日 に 召集 され る の だ 。 四 (クル アー 
ン 4 : 87) 





3 一 下 高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て も し あな た 方 が 何 か で 争っ た と き に は 、 
(その 判決 を ) アッ ラー と 使徒 に 委ね る の だ 。 も し あな た 方 が アッ ラー と 最後 の 日 を 信仰 
し て いる の な ら 。 四 (クル アー ン 4 : 59) 


@ 墓 の 中 で の 試練 : 





1 一 アル テバ ラー ゥ ・ ブ ン ・ ア ー ズ ィ ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 
た ち は 葬 儀 の 礼拝 の た め 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 出 か 
け ま し た ・・・ - そし て その 中 で 疾 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い ま 
し た : “そし て 彼 (死者 ) の も と を 2 人 の 天使 が 訪れ る 。 そ し て 彼 を 座ら せ 、 こ う 尋 ね る の 
だ :「 あ な た の 主 は 誰 で すか ?」 彼 は 答え る :「 私 の 主 は アッ ラー で す 。」 それから 2 人 は 言 
う :「 あ な た の 宗教 は 何で すか ?」 彼 は 答え る :「 私 の 宗教 は イス ラー ム で す 。」 そ し て 2 人 
は 尋ね る :「 あ な た 方 に 遣わ され た も の は 誰 で すか ? 彼 は 言う :「 そ れ は アッ ラー の 使徒 で 
Svheus AZ マタ ドム メア ジー ュ タ ダーツ ー ド の 伝承 9 り 








2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 
安 あ れ ) は 言い まし た :「 し も べ では 墓 に 埋葬 され 、 人 々 が 彼 の も と を 立ち 去っ た 時 、 彼 ら の 
足音 を 聞く 。 そ し て 2 人 の 天使 が 彼 の も と を 訪れ 、 彼 を 座ら せ て 尋ね る : “この 男 ム ハン マ 
ド に つい て 、 あ な た は 何 を 言っ て いた の か ?” する と ( 彼 は ) 言う : “私 は 彼 が アッ ラー の 
し も べべ で あり 、 使 徒 で ある 事 を 証言 し ます 。" それ か ら 彼 は こ う 言 われ る : “見 よ 、 ア ッ ラ 
ー が あな た に ご 用 意 さ れ た 地獄 の 居場所 と 、 天 国 の 居場所 を 。"」* そ し て 預言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 そ し て 彼 は その 両方 と も 目 に する の だ 。 

一 方 不信 仰 者 と 億 信者 は (件 の 問い に 対し て ) こう 言う : “知り ませ ん 。 私 は 人 々 が 言う 
よう に 言っ て いた だ け で す 。” する と 彼 は こう 言わ れる : “あな た は 彼 を 知り も し な けれ ば 、 
従い も し な か っ た の だ 。” そし て 両 耳 の 間 を 鉄 の ハン マー で 1 発 打 た れる 。 彼 は 叫び 声 を 上 
げ る が 、 そ の 声 は その 近辺 に いる 人 間 と ジン (精霊 的 存在 ) 以外 の 全て の 者 が 耳 に する 。」 
(デル ー ダ ハー リー と ど とみ スリ ルム の 伝承 う 














@ 曹 の 中 の 懲 凡 に は 2 種類 あり ます : 


1 一 審判 の 日 まで 継続 する 懲 凡 : これ は 不信 仰 者 と 偽 信者 に 対す る も の で す 。 吾 高 の ア ッ 
ラー は フィ ルアウ ン (ファ ラオ ) の 一 族 に 対し 、 こ う 仰 られ まし た : 抱 (それ は ) 彼ら が 











! 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (2417) 、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3753) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3979)。 
文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

2 訳者 注 : アフ マ ド の 伝承 で は “地獄 の 居場所 " に つい て 、「 も し あな た が あな た の 主 を 信じ て いな けれ ば 、 こ れ は あ 
な た の 居場所 で あっ た の だ 。」 と いう 文章 が ある 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1338) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2870)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





朝 に 夕 に 晒さ れる 業火 。 そ し て 審判 の 日 に は 、( ア ッ ラ ー が 天使 た ち に こう 命じ られ て 言わ 
れる ) 「 フ ィ ル アウ ン の 一 族 を 最も 過酷 な 懲罰 の 中 に 投げ 込む の だ 。」E (クル アー ン 40 : 
46) 


2 一 期間 が 限定 され 、 その後 中 止 さ れる 懲罰 : これ は 罪 深 か っ た タウ と ー パ の 徒 に 対し て 
の も の で 、 そ の 人 罪 の 程度 に よっ て 六 さ れ ま す 。 それから 俳 は 軽減 され 、 ア ッ ラ ー の ご 慈悲 
に よっ て 中 止 さ れ ま す 。 も し か する と その 中 止 の 原因 は 、 彼 が 現世 に お いて 施し た 死後 も 
継続 する 慈善 行為 や 有益 な 知識 、 ま た 死後 に 彼 の た め に 祈る 敬 度 な 子供 な ど に よる も の か 
も しれ ませ ん 。 














@ イブ ン ・ ウ マル ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 あ な た 方 は 死後 、( 墓 の 中 で ) 朝 に タ に その ( 来 
世 で の ) 居場所 を 提示 され る 。 も し 天国 の 住人 で あれ ば 天国 の 住人 の (居場所 を ) 、 地 獄 の 
住人 で あれ ば 地獄 の 住人 の (居場所 を 提示 され ) 、“ こ れ が 審判 の 日 、 ア ッ ラ ー が あな た を 
復活 させ られ る まで の あな た の 居場所 で ある 。” と 言わ れる の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 9 








人 @ 墓 の 中 の 享楽 : 


墓 の 中 の 享楽 は 信心 深い 信仰 者 の た め の も の で す 。 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 「 私 た ちの 主 は アッ ラー で す 。」 と 言っ て 真 
理 に 沿っ て 歩む 者 た ち に は 、( そ の 死後 ) 天使 た ちら が 舞い 降り て こう 語り か ける : “(来世 で 
の 行く 末 に つい て ) 如 れ る 事 も 、( 過 ぎ 去 っ た 事 に つい て ) 悲し ゅ こと も あり ませ ん 。 あ な 
た 方 が 約束 され て いた 天国 の よき 知ら せ に 心 躍ら せな さい 。” 6 (クル アー ン 41 : 30) 


2 一 アル ・ バ ラー ゅ ゥ ・ ブ ン ・ ア ー ズ イィ ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 、 墓 の 中 で 2 人 の 天使 に 正答 する 信仰 者 に つい て こ 
う 言 いま し た :“・・・ す る と 天 か ら 彼 を 呼 選 声 が する 。「 わ が し も べ で は 本 当 の こと を 言っ 
た 。 彼 に 天国 の 居場所 を 用 意 し 、 天 国 の も の で も っ て 着 さ せ 、 天 国 へ の 扉 を 開け て や る の 
だ 。」” そし て 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た : “する と 彼 の も と に 
芳香 が 漂い 、 彼 の 墓 は 見 渡す 限り に まで 広げ られ る 。”"」 (アフ マ ド と アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 











! 訳者 注 : 詳 し く は 1. タウ ヒー ド と タウ ヒー ド の 種類 」 の 章 を 参照 の こと 。 

5 訳者 注 : つま り ア ッ ラ ー か ら の 報酬 を 願っ て 財産 を 固定 化し 、 そ こ か ら 生 じ る 利益 を 施し と する こと 。 詳 しく は 「 ワ 
ク フ 」 の 項 参照 。 

6 サ ヒ ー フ ・ ア ル = ブ ハー リー (1379) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2866)。 文 章 は ムスリム の も の 。 

















伝承 り 


@ 


病 に よる 死な ど に よっ て 、 墓 の 中 で の 巡 怖 や 試練 、 懲 罰 な ど を 回 避 す る こと が あり ま 





また 信仰 者 は アッ ラー の 道 に お ける 痢 教 や 前 線 や 国境 線 で の 守衛 や 奮闘 、 ま た 腹部 の 








和 9 


@ 死後 か ら 審 刊 の 日 まで の 魂 の 居場所 : 





魂 は それ ぞ れ 非常 に 異な る 状態 に お いて 、 天国 と 地獄 の 境界 に あり ます 。 聞 言 者 た ち ( 彼 
ら に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 魂 の よう に 天界 高く に ある も の も あれ ば - そし て 
彼ら 自身 の 間 で も 、 そ の 位階 は 異な っ て いま す - 、 信仰 者 の 魂 の よう に 天国 の 木々 に 鳥 の 
姿 で と まっ て いる も の も あり ます 。 


Or 
7 











た 教 者 た ちの 魂 は 、 天 国 を 飛び 回 る 緑色 の 鳥 の そ 坦 ( 烏 類 や 昌 虫 類 の 食道 後 端 に あ 





る 袋 状 部 ) に あり ます 。 


江 





人 [ 





また 戦利 章 を ご ま か し て 盗 ん だ 者 の 魂 の よう に 墓 に 拘束 され た も の や 、 残 し た 借金 ゆえ 





に 天国 の 扉 の 前 で 動け な く な っ て いる も の 、 そ の 位階 の 低 さ ゆえ に 地上 に 留 ま せ られ て い 
る も の も あり ます 。 











また 委 洋 を 犯し た 男女 の 魂 は 、 炉 の 中 に あり ます 。 
また 不法 な 商取引 に よっ て 得 た 利 を むさ ぼる 者 た ちの 魂 は 、 血 の 河 を 流れ 、 そ こ で 石 を 





飲ま せら れ ま す 。 





7 真正 
ー ウ ー 


な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フィ ャ ド (18733) 、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4753) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ 
ド (3979)。 文 章 は アフ マ ド の も の 。 


